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研究分野：基礎看護学 
科研費の分科・細目：看護学・基礎看護学 
キーワード：共感的患者理解，視点取得，看護教育，教育プログラム，看護師 
 
１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、患者と看護師が登場する
仮想の場面を用い、その場面での看護師の思
考傾向や患者心理の理解方法の違いを検討
し、看護師の思考の違いによる効果を検証す
ることである。つまり、模擬看護場面を用い
た教育プログラムを看護師に実践し、その効
果を評価することであった。 
 
２．研究の進捗状況 
 今年度は、２つの模擬看護場面についての
教育プログラムを考案した。一つは、糖尿病
で食事療法を受ける患者が間食をした場面
を取り上げて、その時の患者の心理推測をす
る教育プログラムである。これを看護学生４
年生に実施し、場面における思考の特徴と看
護学生の思考の特徴が示された。 
 ２つ目は、人工肛門造設予定の患者が人工
肛門を否認した場面を取り上げて、その時の
患者心理を推測する教育プログラムを作成
した。これを来年度は看護師を対象に実施し、
プログラムの検証を行う予定である。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。その理由として、昨年
の調査データはまとめて学会発表や論文投
稿には至ったが、教育プログラムに発展させ
るための模擬看護場面の検討に苦慮したた
め、教育プログラムの作成に時間を要した。
２つの模擬看護場面を使用した教育プログ
ラムの内容については、おおよその目途が立
ったため、来年度は早々に実施したい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は教育プログラムの試作を実施し、そ
の評価を行うことである。来年度早期にプロ

グラムを実施する計画である。 
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